
高い生産性・収益性を生む
養豚経営の実践

高い生産性・収益性を生む高い生産性・収益性を生む
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鹿児島県 （有）大隅ポーク
代表取締役 西園 幸一



人が、大地が、キラリ光る「大隅」人が、大地が、キラリ光る「大隅」人が、大地が、キラリ光る「大隅」

大隅町の養豚粗生産額
５２億１千万円

大隅町の養豚粗生産額
５２億１千万円

平成１６年
農業産出額（概算）

米
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いも類
5.9%

野菜
8.5%

肉用牛
19.0%

乳用牛
0.8%

鳥
10.0%

豚
44.3%

工芸農作物
5.2%

曽於市大隅町



経営の推移経営の推移
昭和４９年 母豚１０頭で経営開始昭和４９年 母豚１０頭で経営開始

昭和５２年 母豚４０頭で一貫経営（専業）昭和５２年 母豚４０頭で一貫経営（専業）

昭和６０年 法人「有限会社 大隅ポーク」設立
（母豚１８０頭）

昭和６０年 法人「有限会社 大隅ポーク」設立
（母豚１８０頭）

平成元年 母豚２６０頭へ規模拡大平成元年 母豚２６０頭へ規模拡大

平成１５年 母豚３５０頭へ規模拡大（目標達成）平成１５年 母豚３５０頭へ規模拡大（目標達成）

豚舎の修繕は自分で行い，コスト低減豚舎の修繕は自分で行い，コスト低減



業 務 分 担業 務 分 担
私

経営全般・交配
豚舎の修繕
浄化槽の管理

妻
分娩舎
成績記録

経営の記録・記帳
決算事務

長男

人工（ＡＩ）授精
衛生関係

種豚の育成・管理
肉豚出荷選定

従業員(５人)

分娩舎・肉豚舎の管理
肉豚出荷



平成１５年度実績平成１５年度実績 繁殖部門

平均分娩回数 ２.３７回
１腹当たりの分娩頭数 １２頭
子豚育成率 ９５．９％
母豚１頭当たり離乳頭数 ２３．２頭

平均分娩回数 ２.３７回
１腹当たりの分娩頭数 １２頭
子豚育成率 ９５．９％
母豚１頭当たり離乳頭数 ２３．２頭



平均肥育日数 １６２日
飼料要求率 ２.７９
母豚１頭当たり出荷頭数２３．２頭
上物率８３．５％

平均肥育日数 １６２日
飼料要求率 ２.７９
母豚１頭当たり出荷頭数２３．２頭
上物率８３．５％

平成１５年度実績平成１５年度実績 肥育部門



飼養管理技術飼養管理技術

・妊娠鑑定の徹底・妊娠鑑定の徹底



飼養管理技術飼養管理技術

・種雄豚の定期的な精液検査・種雄豚の定期的な精液検査



飼養管理技術飼養管理技術

・母豚個体別の繁殖記録・母豚個体別の繁殖記録



飼養管理技術飼養管理技術

・人工授精・人工授精



１ 業務分担と責任体制の明確化１ 業務分担と責任体制の明確化

３ 未経験者を雇用し育成３ 未経験者を雇用し育成
２ 「やる気」を促す特別ボーナスの支給２ 「やる気」を促す特別ボーナスの支給

人材育成人材育成



こだわりの豚肉づくりこだわりの豚肉づくり

顔の見える取引顔の見える取引

・「美味豚」のシールの作成・「美味豚」のシールの作成

・味豚グループの結成（契約販売）・味豚グループの結成（契約販売）

・スーパーでの販売コーナーの設置・スーパーでの販売コーナーの設置

・定期的な流通関係者との交流（市場調査）・定期的な流通関係者との交流（市場調査）



飼養管理 経営管理

こだわりの豚肉づくり

・繁殖成績の向上
・効率的な飼養管理
・肉豚の適正出荷
・作業の効率化

・記録・記帳の徹底
・制度資金の計画的活用
・関係機関との連携
・コスト削減への取組
・経営診断の活用

・プライベートブランドのＰＲ
・流通関係者との交流
・店頭での市場調査の実施

経営改善への取り組み経営改善への取り組み



後継者の
パートナーを・・・・

後継者の
パートナーを・・・・


